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資料①『或阿呆の一生』と芥川の実生活の比較年表
※章題が（）の中に入っているものは時系列が確定したわけではないがそこ付近であると考えられるもの
※斜伝来二ぎずががダ／」？＞ftれ吻ιのは章番の変更がなかった部分（詳しくは後述）
※背景色が薄暗いものは順番通りなのかが非常に怪しい部分
芥川の年飴 ｜ 『戚阿呆の一生』章数｜ 肉容等一教が見られる部分・考寮
二十歳 』4 ｜章中に己十歳の彼」という表記あり。また章中の「ある本屋」
とは丸善を指す。
二十一歳 I f;;_jj2 1914年の 3月 10日の書簡に 「一週間ほど前に巣鴨の綴病院へ
行った」としづ表記があり、この章に書かれている内容からこ
こでの経験が下地になっていると見られる。しかし後の内容を
考えるとこの位置にくるのは不自然か。また、章中に「彼の母
も十年前には少しも彼等と変わらなかった」としづ記述がある。
芥川の実母フクが死んだのは 1902年 11月28日であり、当時芥
川は十一歳である。これから 10年後とみると二十一歳の時の出
来事ということになる。
二十三歳
g_」冨 ｜：章中の fある郊外の二階の部屋」とは、 1910年に芥川の家族が
引っ越した家を指している。章中に「彼の伯母はもう彼の二十
歳の時にも六十に近い年よりだった」とあるため、 二十歳以降
のどこかを指していると思われるが、芥川は二十歳の時に第一
高等学校の寮に入っているため、少なくともその寮から再び自
分の家に戻った以降のことと考えられる。よって二十一歳から
次に芥川家が居を移す 1914年（芥川二十三歳）の 10月までの関
の出来事であると推測される。
（六 病） ｜章中に「絶え間ない潮風j「この遠い海の向こう」とあることか
七画
ら、どこかに出かけて滞在している間のことと思われる。1913
年（芥Jl二十二歳）8月6日に静岡県阿部郡不二見村（現清水市）に
出発し、新定院に22日まで滞在している。海水浴場に出かけて
いたとの記述も。また 1914年（芥川｜二十三歳）7月 20日からおよ
そ一ヶ月間、 千葉県一宮に滞在している。
章中に「秋の日の暮れ」「二十三歳の彼」とあることから、二十
三歳の秋の出来事と思われる。また章中に「ゴオグの画集を見
ているうちに突然画と云う者を了解した」とある。1914年 11
月30日に「此頃になってほんとうにゴーホの絵が分かりかけた
やうな気がするJと恒藤恭にあてて書簡を出しており、この時
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期と一致する。
八火花 章中にある「同人雑誌jが第3次 『新思潮』を指している。第3
次『新思潮』は1914年の2月から9月にかけて発行されていた。
前後の順序を考えると、最終号の頃のことか。
（九死体） 「二母Jと同じく 1914年3月 10日の書簡に 「医科の解剖を
見に行ったj とあるが、順序に従うと少々おかしいと思われる
点である。章中にある「王朝時代に背景を求めたある短編1は
『羅生門』と見られる。
二十四歳 （十 先生｝ 芥川が先生（＝夏目激石）の主催する木曜会に初めて出席したの
は 1915年の12月である。章中に f秋の日の光」 とあることか
ら、この年の秋「先生」に会う前に「先生Jの作品を読んで憧
れを抱いていた事を示しているか。
二十五歳 十一夜明け 章中に「彼の二十五の年」という表記あり。また 「先生に会っ
た三月目Jとあるため、1916年2月のことと恩われる。この月、
芥川は旧友らと第4次『新思潮』を創刊し、発表した作品『鼻』
が、激石の激励を受けていた。
（十二軍艦き 1916年 12月、芥川は横須賀の海軍機関学校の属託教官となっ
ている。章中の「明るい軍港の風景Jなど、この時のことを指
していると思われる。
十＝先生の死 夏目激石はこの年の 12月9日に死去している。
二十七歳 十四 結婚 1917年の2月2日、芥川は塚本文子と結婚している。
十五 後ら 同年3月29日に芥川は東京の実家から鎌倉に引っ越しており、
章中の f彼等の家は東京から汽車でもたっぷり一時聞かかるあ
る海岸の町jがそれに該当する。
（十七蝶） 章中の 「藻の匂いの満ちた風」という表記から、まだ鎌倉にい
るころのことと思われる。
（十八月） 章中の 『月の光の中にいるよう」な女性は海軍機関学校教官時
代に知り合った野々口豊子のことであり、そこから推察すると
1916年 12月から1919年3月までの聞か。 「三十雨」の内容
から考えると 1916年か。 とすると、この章も若干前へともって
いかなければならないことになる。
二十八歳 ~ 章中の 「彼等夫妻は養父母と一つ家に住むことになった」、「あ
る新聞社に入社することになったためだった」が、大阪毎日新
聞社の社員となったため 1919年3月に海軍機関学校を辞し、4
月に鎌倉を引き上げたことに該当する。
f孟－a書留 章題である f或画家」とは小穴隆一を指しており、章中で彼と
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二十九歳
三十歳
三十一歳
三十二歳
知り合うきっかけになっている「ー羽の雄鶏の墨絵」は 1919年、
俳句雑誌『海紅』の表紙になったものである。この年の 11月23
日に小穴は芥川家に来訪した。
章中に「二十九歳の彼」という表記あり。
章題である「狂人の娘」とは秀しげ子を指しており、章中の「動
物的本能ばかり強b、彼女にある憎悪を感じていた」とある。こ
の「動物的本能Jが「二十九歳の時に秀夫人と罪を犯したことJ
以降のことであると考えるとこの前後のどこかヵ、
1920年の4月 10日、長男が誕生している。
「薄汚し、支那人」、「麻雀戯Jなど、中国での行動であることが
推察される。1921年3月から海外視察員として中国に派遣され
ていた聞のことか。
章中の「彩色の剥げた仏たちゃ天人や馬や蓮の花Jを見ている
場面は、前章と同じく中国に派遣されていたことを指している
と思われる。また「狂人の娘の手を脱したJという記述は中国
に行くことで秀しげ子との関係を断ち切ろうとしていたことを
表していると指摘されている。
章中に「三十歳の彼Jという表記あり。作中の「七八年前の彼
の情熱Jは22歳から 23歳頃のこととなる。
章中の「月の光の中にいるよう」な女性（＝野々口豊子、中国に
ついて行ったとしづ確認はされていなし、）や「春の山」、から考え
ると、少なくとも中国から帰国した次の年以降の出来事か。
章中の「道の両側に熟した麦は香ばしい匂を放っていた」とあ
るため、春の出来事と予測される。1922年 5月 11日から芥川
は長崎に滞在しており、同月 20日にミサに列するために大浦天
主堂に行っている。章中の「羅馬カトリック教の伽藍」とはこ
れを指すか。
章中の「月の光の中にいるよう」な女性（＝野々口盛子）と「ーし
ょに日を暮らすのも七年になっている」ことから、彼女との出
会いが 1916年であったと推定すると 1923年であるこの年に該
当する。
作中に出てくる大地震は1923年9月1日の関東大震災を指して
いる。また章中の「彼の姉の夫は偽証罪を犯したために施行猶
予中の体だった」は、前年の末に義兄西川豊が偽証教唆による
失権、市ヶ谷刑務所に収監された事件のことである。
章中に「縁先の庭には百日紅が一本、一一彼は未だに覚えている。
? ??
三十三歳
三十四歳 ｜（三十六倦怠）
（三十七越し人）
三十五歳 ｜（三十八復讐）
（四十一病）
一一雨を持った空の下に赤光りに花を盛り上げていた」とある。
百日紅の開花の季節は7月半ばから 10月半ぼであり、この年と
笠年両方の可能性があるが、「彼の異母弟と取り組み合いの喧
嘩jをしたことを考えると、異母弟の家が焼け出されたこの年
である可能性が高いか。
この頃から芥川は詩に興味を寄せるようになっており、 作中に
詩が登場していることから見るとこの前後の年か。
1925年8月20日から、芥川は軽井沢に滞在している。この時、
当時大学生であった堀辰雄と毎日のように交流している。章中
の「ある大学生」と「創作欲」について語っていることや、実
生活における芥川と堀の師弟関係を見ると、この「大学生」が
堀辰雄である可能性は高いのではないかと思われる。
章中の「彼と才力の上にも格闘できる女」とは片山広子のこと
であると多くの論文で記述されており、ここでいう様な印象を
受けたのは 1924年 7月 22日の軽井沢「つるやJ旅館での滞在
であると指摘されている。また、章中の「越し人」は 1925年2
月 14日に与謝野品子の礼状に同封して送り、『明星』に掲載す
ることを依頼している（3月1日発行の『明星』に掲載された）。
既に「越し人J執筆済みであることを考えるとこの年の可能性
が高い。また「越し人」執筆以降も、片山広子（それに堀辰雄や
堀の想し、人総子）との交流は続いている。
章中の「7年前に絶縁した狂人の娘」から見ると、前の秀しげ子
との出会し、から考えてこの年の前後か。
この頃から健康が悪化し、様々な病気の療養に 1926年 1月 15
日から 2月 19日まで湯川原中西旅館に滞在している。様々な病
名が章中で語られていることからも、この前後の出来事か。
四十二 神々の笑い声 ｜章中に「三十五歳の彼j とし、う表記あり。また「春の日の当っ
た松林の中」とあることから、 4月以降か。とすると、 4月 23
盟主ι」盈
日から 5月下旬まで静養のために鵠沼海岸東屋にいた時の出来
事かと思われる。また章中の「神々は不幸にも我々のように自
殺出来なしリは『保儒の言葉』に似たような記述がある。『保儒
の言葉』は 1922年から 1927年までの聞に書かれている（遺稿含
む）。
章中に「荒れ模様の海」「彼の妻と二度目の結婚」などとあるこ
とから、7月初旬に静養のために再び鵠沼の東屋旅館に移ってい
た時の事か。
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三十六歳 四十六嘘 1927年 1月6日、義兄西川豊が自殺。章中に出てくる「彼の姉
の夫の自殺jがそれに該当する。
（四十七火あそび） 章中の「かがやかしい顔」をした彼女は平松麻素子であり、芥
川は彼女と 4月 7日に自殺をする約束をするが未遂に終わる。
『ーしょに死ぬことを約束」しているので、それより前の出来
事。
（四十八死） 章中の「彼は彼女とは死ななかったJから、自殺未遂以後のこ
とであることが分かる。
（五十伴） この章内で発狂している「彼の友人」は宇野浩二を指している。
宇野浩二の発狂は5月30日である。また、「この友達の入院し
た後」とあるが、芥川は 6月2日に斉藤茂吉に宇野浩二の診断
をしてもらい、彼の紹介で王子脳病院に入院させた。
???
?
資料②『或阿呆の一生』描写表
章 植物 色を表わす、或いはそれに準ずるもの
一 日の暮、薄暗がり、本はおのずからもの憂い影の中に沈
み始めた、傘のない電燈、火をともした
一 薄い苔（まだらにぼんや 鼠色の着物、血色の好い医者、ある脳髄の上に微かに白一
りと白い） いもの、卵の白身、黒光りのする、大きいダイナモ
一
四 桜
五 ゴムの樹、肉の熱い葉 赤い鉢
六 榔子、榔子の花
七 木の枝のうねり ゴオグの画集、情熱、土、土手
)¥. 紫色の火花
九 腐敗した杏（の匂い） 皮の下に広がっているのは美しい黄色の脂肪だった
十 樫の樹
十一 鈴掛 夜、蓄積色、か細い黒犬、星
十二 阿蘭陀ゼリ 薄暗かった、明るい軍港の風景
十三 空はまだ薄暗かった
十四 黄水仙の鉢
十五 芭蕉の葉
十六 蓄積の葉の匂い
十七 藻の匂い 蝶の麹（きらめいていた）
十八 昼にも月の光の中にいるようだった
十九 情熱、冷やかな理知、太陽
二十 黄色い紙
二十一 曇天、海
二十二 唐黍、丈の高い唐きび、荒々しい 一羽の雄鶏の墨絵、秋の日の暮れ、盛り土
葉
二十三 銀色に澄んだ空、窓窓の電燈、薄明るい広場、月の光の
中
二十四 白い手術着、鼠の子
二十五 柘棺の花 月明かりの中
二十六 蓮の花 彩色のはげた仏たちゃ天人や馬や蓮の花
二十七 こういう昼にも月の光の中にいるやう、春の山
二十八 麦 日の光、
二十九
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三十 浜木綿の花 月の光の中にいるよう
三十一 熟しきった杏の匂い
三十二 さるすべり 雨を持った空の下、赤光りに花を盛り上げていた
三十三 氷河
三十四 苔 情熱、色彩
三十五 明暗
三十六 芭原、赤い穂 噴火山
三十七 木の幹 かがやかしい雪
三十八 木の芽 絵
三十九 焼林檎 冷え冷え
四十
四十一 雪曇りに曇った午後
四十二 松林 春の日の当った
四十三 荒れ模様の海、沖の稲妻
四十四 真っ暗、暗の中
四十五 アラビアの蓄積
四十六 梢から枯れて来る立木 日の暮れのように薄暗かった
四十七 かがやかしい、朝日の光の薄氷
四十八 椎の若葉
四十九 剥製の白鳥、黄ばんだ羽根、日の暮
五十 蓄額の花
玉＋ー 薄色、
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資料③『歯車』描写表
章 植物など 色を表わす、或いはそれに準ずるもの
松、奏、林檎、松林 オイノレ・クロオス（白地に細い青の線を荒い格子に引いたもの）、トノレ
コ石の指輪、毛皮のショオノレ（鼠色）、歯車（半透明）、緑色の笠をかけ
た、背の高いスタンドの電燈、青いマロック皮の安楽椅子
奮を持った沈丁花、公園の樹木 凝灰岩を四角にくんだ窓は雪のある庭に向かっていた（奮を持った
（皆枝や葉を黒ませていたニ僕 沈丁花の下に都会の煤煙によごれていた）、白いタップ、白い帽を被
には不快よりも恐怖に近い者 ったコックたち、青空の映った雪解けの道、金ボタンの制服、褐色
を運んできた）、ダンテの地獄 の紙を張ったバラッ夕、肖像画、漆塗りの札、リンゴやバナナを盛
の中にある樹木になった魂 ったの、黄色い車（タクシイ、「この黄色いタクシイはなぜか僕に交
通事故の面倒をかけるのを常としていたJ）、演技の好い緑色の車、
恐ろしい人生を隠した雑食のエナメル、芭蕉、緑色の服を着た自動
車掛り、黄色い表紙をした「希蝋神話j
一 蓄積（色）、マホガニイ（まが 黄色い表紙をしていた「伝説」、「「宗教」と云う札を掲げた書棚の前
し、）、松林（の中にある僕の家）、 に足を休め、緑色の表紙をした一冊の本へ目を通した」、カップェの
（プウノレを後ろに向うの）松林 蓄積色の壁＝何か平和に近い者を感じ、ナポレオンの肖像画、びろ
（へ歩し、て行った）、 うどの服、黄いろい膏薬、半透明の歯車、緑色のドレッス（僕は何か
救われたのを感じ）
四（アスフアルトの上に紙屑が転 ベエトオヴェンの肖像画（滑稽に感じる）、片目だけ真っ赤に血を流し
がっているのが）蕃被の花（に ていた｛結膜炎）、凝灰岩、池
そっくり、枯芝、松林（の中に
焼いた何冊かのノオト・ブック
や未完成の戯曲を思い出した）
五 林檎（し、つしか黄ばんだ皮の上 不気味にも赤い光（僕を照らす）、白し、小型の看板（僕を不安にした）、
へ一角獣の姿を現していた）、 黄色い書簡筆、赤いワン・ピイス（を着た女）、凝灰岩（の窓）、黄ばん
（黄ばんだ）松林、枯芝 だ松林、海、池
六 低い松、松林（家）、松（梢に何羽 白張りの提灯（葬列になし、）、金銀の造花の蓮、海、セピア色のインク
もの雀）当僕が近付くと「皆言 （どのインクよりも僕を不快にする）、半面だけ黒い犬、ブラック・ア
い合わせたように一度に空中 ンド・ホワイト（ウイスキイ）、タイ（白と黒、ストリントベルグのも
に逃げ上って行った」、松林（妻 の）虹の色を帯びたガラスの鉢（底の周りに翼らしい模様）白いレグホ
の家）、松の梢（飛行機を発見）、 ン種の鶏、飛行機（翼を黄色に塗った、単葉の飛行機）二今鶏や犬は驚い
松林（妻の家から帰る）、芝の枯 て逃げ、犬は吠えながら尾を巻いて縁の下に入ってしまった、海（灰
れた砂土手、高い松（別荘の多 色に曇っていた）、鶏（2～3羽ブランコ台の上）、こげ茶色の鳥打帽（自
い小道）、松林 転車に乗った男＝姉の夫に似ている？）、半透明の歯車、銀色の羽を鱗
の様にたたんだ翼網膜の裏に映る）
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※縦軸は最終的な章番、横軸は章番の動き（編集による繰り下げ前）
①②等は章の動いた順番
33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 
33 ① 
34 ① 
35 ① ② 
36 ① ② 
37 ① ② ③ 
38 ① ② ③ ④ 
39 ① ② ③ 
40 ① ② ③ 
41 ① ② ③ 
42 ① 
43 ② ① 
44 ① ② 
45 ② ③ 
46 ① ② 
47 ① ④ 
③ 
48 ② ③ 
49 ① ② 
50 ① ② 
? ?? ?
資料④章番の変更表
※・の部分は塗りつぶしの筆跡が強く読み取れなかったもの
現在の章番 原稿用紙での意番
四東京 三→四
六病 一ノ一且＼一品一一ー JL－ー＋一／一且＼ー・
八火花 五→四→六→八
九死体 四→六→九→・→九
十六枕 十二→十六
十七蝶 十五→十六→十七
十八月 十七→十八
二十四出産 二十三→二十四
二十五ストリンドベリイ 二十四→二十五
二十六古代 二十五→二十六
三十三英雄 三十二→三十二
三十六倦怠 三十四→三十五
三十七越し人 三十五→三十六
三十八復讐 三十三→三十六→三十七
三十九鏡 三十四→三十五→三十七→三十八
四十 問答 三十五→三十六→三十九
四十一病 三十八→三十九→四十
四十二神々の笑い芦 三十九→四十→四十一
四十四死 四十六→四十三
四十五 Divan 四十三→四十四
四十六嘘 四十三→四十四→四十五
四十七火あそび 四十五→四十六
四十八死 四十五→四十四→四十五→四十七
四十九剥製の白鳥 四十五→四十六→四十八
五十 f手 四十七→四十九
五十一敗北 四十八→五十
????
